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第 267 回 墨田区の花房雲山像と中央区のシーボルト像 

       筆者：林 久治（記載：2024 年 2 月 27 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は「日本の銅像探偵団」（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。
私は珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただける
ことを目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている
有名人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」
と言う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京
近郊と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、
そのような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。私の銅像探索記の全ては、
２）のサイト/fから閲覧出来ます。 

本年の冬は暖冬で、特に 2月 20日は初夏の気候であった。私は毎週末に、健康増

進を兼ねて銅像探索に行っている。1月 27日に台東区中央図書館に行ったついで

に、日暮里駅で降りて、東口ロータリーにある太田道灌像と紅皿像を探索し、その

探索記を 264回の記事/fに記載した。2月 10日に、私は墨田区に行って、勝海舟像

と加納金助像を探索し、これらの探索記を 265回の記事/fに記載した。 

私は 2月 16日に、墨田区の安田学園に行って、安田善次郎像と安田一像を探索

し、それらの探索記を前回の記事/fに記載した。当日、私は１）のサイト/に収録

されている中央区のシーボルト像も探索した。私は３）のサイト/lで、墨田区本久

寺に雲山像があることを知った。本像は１）のサイト/に収録されていないので、探

索することとした。本稿は、雲山像とシーボルト像の探索記である。なお、本稿で

は私の意見などを青文字で、資料の内容などを緑文字で記載する。 

 

（２）墨田区本久寺の花房雲山像 

 墨田区本久寺（東京都墨田区東駒形 2-21-12）の周辺地図を、次ページの図１上

に示す。2月 24日、私は都営浅草線の浅草駅で下車し、約 10分歩いて本久寺まで

行った。本寺前の写真を、図１下に示す。寺前の通りから、東京スカイツリーが大

きく見えた。 

 本久寺の紹介は、４）のサイト/lや５）のサイト/に記載されている。５）のサ

イト/によれば、本寺の縁起は次の通りである。 

当山は、天正 3 年（1575 年：長篠の戦の年）の創建と伝えられ、以来 400 年以上にわたり

場所を変えていません。三代前の常寿院日我上人（花房雲山）は、書の大家、西川春洞門

下の七福神の一人で、異才赤羽雲庭の師でありました。今も日我上人ゆかりの金井晴雲師

が活躍し、当山会館にて書道塾を開いています。 

（本文は、３ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-264.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-265.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-266.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
http://takay36.blog.jp/archives/3909040.html
https://douzou.guidebook.jp/
https://ameblo.jp/composure3956/entry-12201511405.html
https://temple.nichiren.or.jp/0011019-honkyuji/
https://temple.nichiren.or.jp/0011019-honkyuji/
https://temple.nichiren.or.jp/0011019-honkyuji/
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図１．上：本久寺の周辺地図、下：本久寺前の通り。 

 

 

都営浅草線 

浅草線 
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図２．上：本久寺の本殿、下：胸像の周辺。 

 

 図２上に本久寺の本殿を示す。正門は閉まっていたが、脇門は開いていたので、

そこから入った。本殿前には１基の胸像があった。その周辺写真を図２下に示す。

次ページの図３上左に、本像の近接写真を示す。本像台座正面の題字を図３上右に

示す。それには「雲上先生像」とあった。 

（本文は、５ページに続く。） 
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図３．上左：雲上先生像、上右；本像の題字、下：本像台座背面の銘盤。 
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 図３下に、本像台座背面の銘盤を示す。それには、次のように書かれていた。 

昭和戊戌年五月 先師八十八回生誕日 第廿三回忌報息造 丗一世雲道日洵作 

６）のサイト/lによれば、「昭和戊戌年は昭和 33 年（1958 年）で」、「戊戌」は

「つちのえいぬ（ぼじゅつ）」と読むそうである。 

 ３）のサイト/lでは、本像の座主を「宮沢雲山（1781－1852）」としている。し

かし、図３下の銘盤によれば、「昭和 33 年（1958 年）は、座主の生誕 88 年で、23

回忌」と記されている。それでは、宮沢雲山の生没年とは一致しない。また、当寺

の 31世住職が座主のことを「先師」と書いている。 

 以上の条件を満たす座主は誰であろうか？そこで、「墨田区本久寺 雲山」で検

索すると、４）のサイト/lが出て来た。本サイトでは、次のように書かれていた。 

雲山先生とは？ 三代前の常寿院日我上人（花房雲山）は、書の大家、西川春洞門下の七

福神の一人で、異才赤羽雲庭の師でありました。今も日我上人ゆかりの金井晴雲師が活躍

し、当山会館にて書道塾を開いています。 

 そこで、「花房雲山」で検索すると、６）のサイト/lや７）のサイト/8に、彼の

略歴が書かれていた。それを、本像概要欄の「設置経緯」に記載した。なお、花房

雲山師の生年は 1870年で没年は 1936年であるので、これらは銘盤の記載と一致し

ている。以上の資料などにより、本像の概要は次の通りである。 

花房雲山先生胸像 

設置場所：東京都墨田区東駒形 2-21-12 本久寺境内 

制作者：不明 

設置時期：1958 年 5 月（生誕 88 年） 

設置者：丗一世雲道日洵 

設置経緯：花房雲山（1870—1936）先生は、日蓮宗の僧侶。東京浅草の生まれ。祖父は、旧

幕臣の豊後守花房正房。東京本所本久寺住職等数々の要職を経て、身延大野山本遠寺第 41

世貫主となり、昭和 7 年には藻原寺（そうげんじ）第 78 世貫主 日我（にちが）上人とな

った。姓は釈（しゃく）、字は貫隆（かんりゅう）常寿院と号した。大正 6 年の台風で倒

壊していた藻原寺山門（仁王門）を、昭和 8年 鉄筋コンクリート造りで再建、次いで藻原

寺大堂改修に着手、完成目前に遷化。書は西川春洞に学んだ大家であり雲山と号した。別

号は慈卿、凹凸山人。著書に「丙午年鑒」「渡支日記」等がある。 

 

（３）築地あかつき公園のシーボルト像 

私は 2月 16日に、地下鉄築地駅からあかつき公園にあるシーボルト像に行った。

徒歩で約 15分であった。その周辺地図を次ページの図４上に示す。この一帯は、文

明開化時代には外国人居留地があり、福沢諭吉が慶応義塾を開校した場所でもあ

る。現在は、聖路加国際病院の大きな建物が広い面積を占めている。 

 図４下には、あかつき公園の一角にあるシーボルト像の周辺を示す。本像は１）

のサイト/に収録されているが、その写真は不鮮明で、本像の説明も記載されていな

かった。そこで、私は本像を探索した次第である。 

https://www.n-p-s.net/eto.html
http://takay36.blog.jp/archives/3909040.html
https://ameblo.jp/composure3956/entry-12201511405.html
https://www.city.mobara.chiba.jp/promotion/0000003920.html
https://page.auctions.yahoo.co.jp/jp/auction/s1041572658
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
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次ページの図５上に、シーボルト像の近接写真を示す。図５下には、本像横の碑

文の一部を示す。それには、以下のように書かれていた。 

シーボルトの胸像 

この胸像は、オランダのライデン大学とアサーク アルフレッド・エリオン財團から日蘭

友好を目的として、朝日新聞社の尽力のよって中央区に寄贈されました。 

昭和 63 年 6 月 18 日 

図４． 

上：あかつき公

園のシーボルト

像の周辺地図、

下：シーボルト

像の周辺。 
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次ページの図６には、本像横の掲示板を示す。そこに書かれた案内文は、本像概

要欄に記載する。以上の資料などにより、本像の概要は次の通りである。 

シーボルト胸像 

設置場所：東京都中央区明石町 13-14 あかつき公園 

制作者：不明 

設置時期：1988 年 6 月 18 日 

寄贈者：アサーク アルフレッド・エリオン財團 

設置経緯：中央区教育委員会による本像の掲示板には以下の記載がある。 

フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト（1796-1866）は、オランダの商館医員とし

て文政六年（1823）七月、長崎に到着し、診療の傍ら長崎の鳴滝に塾を開くなどして活躍

した。 

図５． 

上：シーボルトの胸像、 

下：本像横の碑文の一部。 
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同九年正月、商館長と共に江戸へ向かい、三月四日、日本橋の長崎屋に止宿し、四月十

二日出発するまでの間、江戸の蘭学者に面接指導し大きな影響を与えた。しかし、同十一

年シーボルト事件が発生し、十二月に日本から追放された。後に安政六年（1856）幕府顧

問として再来日したが、まもなく帰国しミュンヘンで没した。 

彼の江戸における指導は、江戸蘭学発展のために貢献することが大きかった。この地が

江戸蘭学発祥の地であり、且つ彼が長崎でもうけた娘いねが築地に産院を開業したことも

あり、また明治初期から中期にかけてこの一帯に外国人居留地が設けられていたことか

ら、ここに彼の胸像を建て、日本への理解と日蘭の橋渡し役としての功績に報いるもので

ある。 

 

 

図６．本像横の掲示板 
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